
 

 

平成30年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成30年２月６日

上 場 会 社 名 アニコム ホールディングス株式会社 上場取引所 東 

コ ー ド 番 号 8715 ＵＲＬ http://www.anicom.co.jp/ 

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 小森 伸昭 

問合せ先責任者 (役職名) 取締役経営企画部長 (氏名) 亀井 達彦 (TEL)（03）5348-3911 

四半期報告書提出予定日 平成30年２月13日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有 

四半期決算説明会開催の有無 ：無 

（百万円未満切捨て） 
１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年 ３月期第３四半期 23,814 11.7 1,281 △24.6 914 △13.3
29年 ３月期第３四半期 21,324 9.7 1,699 △1.3 1,054 △8.9

（注） 包括利益  30年 ３月期第３四半期 872百万円（△22.4％）  29年 ３月期第３四半期 1,124百万円（22.9％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

30年 ３月期第３四半期 50.91 50.55
29年 ３月期第３四半期 58.79 58.34

 
（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

30年 ３月期第３四半期 29,877 13,125 43.3 
29年 ３月期 28,123 12,281 43.1 

（参考）自己資本    30年 ３月期第３四半期  12,949百万円   29年 ３月期  12,132百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

29年 ３月期 － 0.00 － 5.00 5.00
30年 ３月期 － 0.00 －  

30年 ３月期(予想)  － －

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期） 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 32,236 11.2 1,761 △25.8 1,166 △25.2 64.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

 

業 

 



 

 

※ 注記事項 
 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 17,980,000株 29年３月期 17,945,600株

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 610株 29年３月期 610株

③  期中平均株式数(四半期累計) 30年３月期３Ｑ 17,956,806株 29年３月期３Ｑ 17,937,749株

 
 
※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま
た実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、[添付資料]Ｐ．３「連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご参照ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や個人消費は回復が一段落したものの、日銀による金

融緩和政策の継続や政府の景気対策等の効果もあって、雇用・所得情勢は堅調で、生産活動が回復の兆しを見せ

るなど、緩やかな景気回復基調で推移しました。

このようななか、当社グループの中核子会社であるアニコム損害保険株式会社（以下、「アニコム損保」）で 

は、重点施策と位置付けている「ペット保険の収益力向上」に向け精力的な営業活動に注力しており、保有契約

数は682,513件（前連結会計年度末から46,843件の増加・同7.4％増）と、順調に増加しております。また、E/I

損害率 注１）は加齢に伴う保険金支払増加により60.2％と前年同期比で0.1pt上昇いたしました。一方、既経過

保険料ベース事業費率 注２）は、経費管理の徹底やシステムを中心とした業務改善等を行っている一方、NB営業

強化による代理店手数料の増加やペット保険規模拡大に向けた投資等（WEB広告強化等）により35.4％と前年同

期比で3.4pt上昇いたしました。この結果、両者を合算したコンバインド・レシオ（既経過保険料ベース）は前

年同期比で3.5pt上昇し95.6％となりましたが、今期については成長に向けた投資フェーズと位置付けており、

計画通りの決算となりました。 

 もうひとつの重点施策である「予防に向けた取り組み強化」に関しては、これまでに投資を進めてきた人材・

設備・データを活用し取り組んでいるところであり、特に遺伝病撲滅に向けて、遺伝子検査事業の立ち上げの活

動を進めました。あわせて、遺伝病フリーに向けたブリーディング支援や、共生細菌をキーにした発症予防施

策、その他どうぶつの健康寿命延伸に向けた各種予防施策の研究を進めております。 

 以上の結果、当社グループにおける当第３四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。 

 保険引受収益23,074百万円（前年同四半期比11.4％増）、資産運用収益287百万円（同6.1％減）などを合計し

た経常収益は23,814百万円（同11.7％増）となりました。一方、保険引受費用16,058百万円（同15.2％増）、営

業費及び一般管理費6,341百万円（同16.4％増）などを合計した経常費用は22,532百万円（同14.8％増）となり

ました。この結果、経常利益は1,281百万円（同24.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は914百万円

（13.3％減）となりました。

注１）E/I損害率：発生ベースでの損害率。 

        （正味支払保険金＋支払備金増減額＋損害調査費）÷既経過保険料 にて算出。 

注２）既経過保険料ベース事業費率：発生ベースの保険料（既経過保険料）に対する発生ベースの事業費率。 

         損保事業費÷既経過保険料 にて算出。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,754百万円増加して29,877百万円となり

ました。その主な要因は、収入保険料の増加にともなう現金及び預貯金の増加2,162百万円であります。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ910百万円増加して16,752百万円となりました。その主な要因は、保有

契約の増加に伴う保険契約準備金の増加959百万円であります。なお、金融機関等からの借入金はありません。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ843百万円増加して13,125百万円となりました。その主な要因は、親

会社株主に帰属する四半期純利益914百万円の計上によるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、保有契約の順調な増加により、税金等調整前四半期純利益を1,270百

万円計上したほか、責任準備金が736百万円増加したこと等により2,210百万円の収入となり、前第３四半期連結

累計期間に比べると165百万円の増加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、191百万円の支出となりました。主に有価証券の取得による支出であ

り、前第３四半期連結累計期間は2,825百万円の収入でした。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当等により56百万円の支出となり、前第３四半期連結累計期間に比

べると23百万円の支出の減少となりました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より1,962百

万円増加し、15,454百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年３月期の業績予想のうち、連結業績予想につきましては、平成29年５月９日に公表致しました決算短

信中の「平成30年３月期の連結業績予想」をご参照ください。

また、単体業績予想につきましては、平成29年11月７日に公表いたしました「平成30年３月期第２四半期累計

期間業績予想と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ（個別）」をご参照ください。

なお、今後の業績推移により修正の必要が生じた場合には速やかに公表いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

現金及び預貯金 15,242 17,404 

有価証券 5,914 5,161 

貸付金 294 215 

有形固定資産 1,432 1,363 

無形固定資産 904 1,458 

その他資産 3,876 3,772 

未収金 1,388 1,484 

未収保険料 260 357 

仮払金 1,771 1,426 

その他の資産 455 504 

繰延税金資産 597 588 

貸倒引当金 △140 △87 

資産の部合計 28,123 29,877 

負債の部    

保険契約準備金 12,993 13,952 

支払備金 1,739 1,962 

責任準備金 11,253 11,990 

その他負債 2,635 2,658 

賞与引当金 172 93 

特別法上の準備金 41 47 

価格変動準備金 41 47 

負債の部合計 15,842 16,752 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,402 4,419 

資本剰余金 4,292 4,309 

利益剰余金 3,539 4,364 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 12,233 13,092 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △100 △143 

その他の包括利益累計額合計 △100 △143 

新株予約権 148 175 

純資産の部合計 12,281 13,125 

負債及び純資産の部合計 28,123 29,877 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

経常収益 21,324 23,814 

保険引受収益 20,709 23,074 

（うち正味収入保険料） 20,709 23,074 

資産運用収益 306 287 

（うち利息及び配当金収入） 216 186 

（うち有価証券売却益） 89 100 

その他経常収益 308 451 

経常費用 19,625 22,532 

保険引受費用 13,938 16,058 

（うち正味支払保険金） 11,176 12,403 

（うち損害調査費） 724 756 

（うち諸手数料及び集金費） 1,421 1,939 

（うち支払備金繰入額） 229 222 

（うち責任準備金繰入額） 386 736 

資産運用費用 0 0 

（うち有価証券売却損） 0 - 

（うち有価証券評価損） - 0 

営業費及び一般管理費 5,450 6,341 

その他経常費用 236 131 

（うち支払利息） 0 0 

経常利益 1,699 1,281 

特別損失 187 11 

固定資産処分損 18 5 

減損損失 147 - 

賃貸借契約解約損 12 - 

特別法上の準備金繰入額 8 5 

価格変動準備金繰入額 8 5 

税金等調整前四半期純利益 1,512 1,270 

法人税及び住民税等 503 330 

法人税等調整額 △45 25 

法人税等合計 458 355 

四半期純利益 1,054 914 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,054 914 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 1,054 914 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 69 △42 

その他の包括利益合計 69 △42 

四半期包括利益 1,124 872 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,124 872 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,512 1,270 

減価償却費 355 388 

支払備金の増減額（△は減少） 229 222 

責任準備金の増減額（△は減少） 386 736 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 52 △52 

賞与引当金の増減額（△は減少） △68 △78 

価格変動準備金の増減額（△は減少） 8 5 

利息及び配当金収入 △216 △186 

有価証券関係損益（△は益） 0 △20 

株式報酬費用 65 33 

支払利息 0 0 

有形固定資産関係損益（△は益） 166 5 

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は増加） 
212 98 

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は減少） 
△209 289 

その他 - △6 

小計 2,495 2,705 

利息及び配当金の受取額 249 228 

利息の支払額 △0 △0 

法人税等の支払額 △699 △722 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,045 2,210 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

預貯金の純増減額（△は増加） △300 △200 

有価証券の取得による支出 △5,525 △1,709 

有価証券の売却・償還による収入 9,595 2,554 

貸付けによる支出 △343 - 

資産運用活動計 3,426 645 

営業活動及び資産運用活動計 5,472 2,856 

有形固定資産の取得による支出 △248 △94 

有形固定資産の売却による収入 2 - 

無形固定資産の取得による支出 △379 △622 

その他 25 △121 

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,825 △191 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

株式の発行による収入 10 34 

リース債務の返済による支出 △1 △1 

配当金の支払額 △89 △89 

財務活動によるキャッシュ・フロー △80 △56 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,790 1,962 

現金及び現金同等物の期首残高 6,106 13,492 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,897 15,454 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

   該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 

合計 

（注）２   損害保険事業 
動物病院支援

事業 

外部顧客への経常収益 21,027 127 169 21,324 

セグメント間の内部経常収益又は振替高 - - - - 

計 21,027 127 169 21,324 

セグメント利益又は損失（△） 2,137 △76 △360 1,699 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店事

業、小動物先進医療臨床・研究事業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「損害保険事業」セグメントの当第３四半期連結累計期間における減損損失計上額は、108百万円であり

ます。 

また、「その他」の当第３四半期連結累計期間における減損損失計上額は39百万円であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 

合計 

（注）２   損害保険事業 
動物病院支援

事業 

外部顧客への経常収益 23,435 153 224 23,814 

セグメント間の内部経常収益又は振替高 - - - - 

計 23,435 153 224 23,814 

セグメント利益又は損失（△） 1,730 △160 △287 1,281 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店事

業、小動物先進医療臨床・研究事業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更に関する情報 

 第１四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「動物病院支援事業」について量的な重要性

が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。 
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 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）平成30年３月期 第３四半期損益状況

（単位：百万円）

区  分 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間    

（自 平成28年４月１日 （自 平成29年４月１日 比較増減 増減率 

  至 平成28年12月31日）   至 平成29年12月31日）   （％）

 

経

 

 

 

 

常

 

 

 

 

 

損

 

 

 

 

 

益

 

保 険 引 受 収 益     20,709      23,074   2,365 11.4 

（ う ち 正 味 収 入 保 険 料 ）   （ 20,709 ）   （ 23,074 ） (2,365) (11.4)

保 険 引 受 費 用     13,938      16,058   2,120 15.2

（ う ち 正 味 支 払 保 険 金 ）   （ 11,176 ）   （ 12,403 ） (1,227) (11.0)

（ う ち 損 害 調 査 費 ）   （ 724 ）   （ 756 ） (31) (4.3)

（ う ち 諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ）   （ 1,421 ）   （ 1,939 ） (518) (36.5)

（ う ち 支 払 備 金 繰 入 額 ）   （ 229 ）   （ 222 ） (△6) (△2.9)

（ う ち 責 任 準 備 金 繰 入 額 ）   （ 386 ）   （ 736 ） (350) (90.6)

資 産 運 用 収 益     306      287   △18 △6.1

（ う ち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ）   （ 216 ）   （ 186 ） (△30) (△13.8)

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ）   （ 89 ）   （ 100 ） (11) (12.5)

（ う ち そ の 他 運 用 収 益）   （ 0 ）   （ - ） (△0) (△100.0)

資 産 運 用 費 用     0      0   0 79.3

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ）   （ 0 ）   （ - ） (△0) (△100.0)

（う ち 有 価 証 券 評 価 損）   （ - ）   （ 0 ） (0) (-)

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費     5,450      6,341   891 16.4

そ の 他 経 常 損 益     72      320   247 341.5

経 常 利 益     1,699      1,281   △417 △24.6

特

別

損

益 

特 別 利 益     -      -   - -

特 別 損 失     187      11   △175 △93.7

特 別 損 益     △187      △11   175 △93.7

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益     1,512      1,270   △242 △16.0

法 人 税 及 び 住 民 税 等     503      330   △172 △34.3

法 人 税 等 調 整 額     △45      25   70 △155.8

法 人 税 等 合 計     458      355   △102 △22.3

四 半 期 純 利 益     1,054      914  △140 △13.3

親会社株主に帰属する四半期純利益     1,054      914   △140 △13.3
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（２）経常収益の状況

 経常収益をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

対前年
同四半期比

金額（百万円） 金額（百万円） （％）

損害保険事業（ペット保険） 21,027 23,435 11.5 

  損害保険（アニコム損害保険㈱） 21,027 23,435 11.5

  （うち正味収入保険料） 20,709 23,074 11.4 

動物病院支援事業 127 153 20.7

その他の事業 169 224 32.2

  保険代理店 10 9 △7.6 

  小動物先進医療臨床・研究 93 132 41.2

  その他 65 81 25.6

合計 21,324 23,814 11.7 

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

（３）種目別保険料・保険金 

アニコム損害保険株式会社における保険引受の実績は以下のとおりであります。

① 元受正味保険料（含む収入積立保険料）

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年同四半期
増減（△）率

（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年同四半期
増減（△）率

（％）

ペット保険 20,709 100.0 11.1 23,074 100.0 11.4

合計 20,709 100.0 11.1 23,074 100.0 11.4

（うち収入積立保険料） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

（注） 元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を

控除したものであります。（積立型保険の積立保険料を含む）

    ② 正味収入保険料

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年同四半期
増減（△）率

（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年同四半期
増減（△）率

（％）

ペット保険 20,709 100.0 11.1 23,074 100.0 11.4

合計 20,709 100.0 11.1 23,074 100.0 11.4

    ③ 正味支払保険金

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年同四半期
増減（△）率

（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年同四半期増
減（△）率
（％）

ペット保険 11,176 100.0 11.3 12,403 100.0 11.0

合計 11,176 100.0 11.3 12,403 100.0 11.0
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（４）有価証券関係 

企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められ

るものは、次のとおりであります。

１．満期保有目的の債券

  該当事項はありません。 

 

２．その他有価証券 

前連結会計年度（平成29年３月31日）

種類
取得原価

（百万円）
 

連結貸借対照表

計上額（百万円）

差額

（百万円）

株式 89 87 △2 

その他 5,516 5,377 △138 

合計 5,606 5,465 △140 

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めておりません。

 

当第３四半期連結会計期間（平成29年12月31日） 

種類 
取得原価 

（百万円） 

四半期連結貸借対照表 

計上額（百万円） 

差額 

（百万円） 

株式 87 84 △2

その他 4,750 4,552 △197

合計 4,837 4,637 △199

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めておりません。 
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（５）ソルベンシー・マージン比率

アニコム損害保険株式会社の「ソルベンシー・マージン比率」は、以下のとおりであります。

 

前事業年度

（平成29年３月31日）

（百万円）

当第３四半期会計期間

（平成29年12月31日）

（百万円）

(A）ソルベンシー・マージン総額 11,177 12,055 

  資本金又は基金等 10,332 11,278 

  価格変動準備金 41 47 

  危険準備金 － － 

  異常危険準備金 899 791 

  一般貸倒引当金 48 128 

  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） △140 △199 

  土地の含み損益 △4 8 

  払戻積立金超過額 － － 

  負債性資本調達手段等 － － 

 
払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のう

ち、マージンに算入されない額
－ － 

  控除項目 － － 

  その他 － － 

(B）リスクの合計額

√{(Ｒ1＋Ｒ2)²＋(Ｒ3＋Ｒ4)²}＋Ｒ5＋Ｒ6 
7,562 8,122 

  一般保険リスク（Ｒ１） 7,352 7,904 

  第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － － 

  予定利率リスク（Ｒ３） － － 

  資産運用リスク（Ｒ４） 827 824 

  経営管理リスク（Ｒ５） 163 174 

  巨大災害リスク（Ｒ６） 0 － 

(C）単体ソルベンシー・マージン比率（％）

[(A)/{(B)×1/2}]×100
295.6％ 296.8％ 

（注） 上記の金額及び数値は、保険業法施行規則第86条及び第87条並びに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づい

て算出しております。
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＜ソルベンシー・マージン比率＞

・損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立

てておりますが、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超え

る危険が発生した場合でも、十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・この「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の(B））に対する「損害保険会社が保有

している資本金・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の(A））の割合を示

す指標として、保険業法等に基づき計算されたのが、「単体ソルベンシー・マージン比率」（上表の(C））

であります。

・「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

① 保険引受上の危険

（一般保険リスク）

：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険

（巨大災害に係る危険を除く）

（第三分野保険の保険リスク）

② 予定利率上の危険

（予定利率リスク）

：積立型保険について、実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを

下回ることにより発生し得る危険

③ 資産運用上の危険

（資産運用リスク）

：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより

発生し得る危険等

④ 経営管理上の危険

（経営管理リスク）

：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外の

もの

⑤ 巨大災害に係る危険

（巨大災害リスク）

：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し

得る危険

・「損害保険会社が保有している資本金・準備金等の支払余力」（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害

保険会社の純資産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の

含み益の一部等の総額であります。

・ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に、経営の健全性を判断するために活用

する客観的な指標のひとつでありますが、その数値が200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状

況が適当である」とされております。
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